
圧力センサデータから触診行為を分析

データ収集方法
・指と手のひらに圧力センサを取り付け, 触診時   

の圧力値を収集

計測実験
・看護学生と母性看護教員計20名による

レオポルド触診法実演時のデータを計測
・学部生10名: 知識はあるが実践経験なし

・修士6名: 知識, 実践経験あり
・母性看護教員4名

触診圧データから
・実演中に最も使用された手の位置
　(最多使用位置)を取得
・「基本に忠実な触診」を定義し, 被験者を分類

・基本に忠実な触診は, 教科書通りの触診方法を指す

結果と考察
・最多使用位置

→ 基本に忠実な触診か判別可能

・基本に忠実でない触診の最多使用位置を用い　　 
て基本に忠実かどうかを判定できる

→ 看護演習の効率化に繋がる

術後観察の補助教材となるシステムの
検討・開発

システムの概要

評価実験
● アンケート調査

○ 質問項目
1. 教材としての機能を確認する質問
2. 教材を使って模擬観察をした感想
3. 使用感を伺う質問
4. 本教材の応用可能な場面について

● チャットログ収集と看護教員へのヒアリング

結果と考察
教材としての機能
● 観察，問診を行い患者の状態を把握できている
● 看護ケアの方向性を導き出せている

⇒ 教材として機能している
使用感の評価
● 紙やビデオの教材より患者と話しているように感じる
● 場所や時間に制限されない

⇒ チャットボットを用いた学習は効果がある
学生からの意見
● 他教材とリンクしやすく復習教材としても利用可能
● 他学生の視線を感じないため心的負担軽減

看護教員からの意見
● 学生ごとの理解度が把握できる

看護師には，高い臨床判断能力が求められている

● 看護学生が26年間で1.5倍に急増している
● 指導教員が不足しており，十分な指導が行えていない
● 学生一人あたりに充分な演習時間が確保できていない
● 実習の評価基準が曖昧で主観的に書かれている (「患者に寄り添うように」「優しく」など)

  情報ネットワークを利用した看護演習支援
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背景・目的

チャットを利用した
術後観察演習

学生の実習機会の増加と教員の負担軽減が必要

様々なセンサデータから看護行為を分析

データ収集方法

・実習生側, 患者側にセンサを取り付け, 看護行　 
為中の体の動きデータ化

・実習生側

・加速度センサ, 感圧センサ, ベッドとの距離測定用      
　のセンサを使用

・患者側

・心拍センサ, 実習生との距離測定用のセンサ, 
　　　　音センサを使用

計測実験

・看護学生8名による看護行為

・体位変換, 車椅子移動介助中のデータを計測する

測定データ

・取得したデータから手際良い度と安定度を

　　 定義する
・手際良い度: 患者の体を持ち上げる際の右腕の

 　上下回数

・安定度: 患者車を椅子に移動させる際, 実習生の

　　　　左足にかかる力の大きさ

結果と考察

・手際良い度: 指導が必要な学生を発見できる

・試行錯誤している学生は腕の上下回数が多い

・安定度: 臨床能力の習熟度を表す

・慣れていない学生は, 重心を落として患者を支えられ　　　　

ないため, 左足に力がかかる

センサデータを利用した
看護行為演習

期待される効果

センサデータを利用した
触診演習

実験協力: 高知県立大学看護学部実験協力: 高知大学医学部

実験装置全体 感圧センサの配置

第一手技 第二手技

● 演習の効率化

● 指導教員の負担軽減

● 演習機会の増加

センサーデータを用いた演習
● 定量的なデータが得られる

○ 指導医の経験や力量に依存しない指導が可能

● 演習データから要注意箇所を特定可能
○ 学生の振り返り学習が容易に
○ 各学生に見合った指導の効率化

チャットを用いた演習
● 学生

○ 1人で気軽に自習できる
○ 演習の反復学習が可能

● 教員
○ 学生の理解度が把握可能
○ 教員間で演習の具体的な演習内容の共有が可能
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学生が操作する画面

● 術後観察1日目を想定した

チャットボットを作成

● 学生はスマホでチャットボットと対話

● チャットログを自動収集

● 集めたログを看護教員が閲覧

● アンケート調査
○ 質問項目

■ 教材としての機能を確認する質問
■ 教材を使って模擬観察をした感想
■ 使用感を伺う質問
■ 本教材の応用可能な場面について

● チャットログ収集と看護教員へのヒアリング

教材としての機能
● 観察，問診を行い患者の状態を把握できている
● 看護ケアの方向性を導き出せている

○ 教材として機能している

使用感の評価
● 紙やビデオの教材より患者と話しているように感じる
● 場所や時間に制限されない

○ チャットボットを用いた学習は効果が高い

学生からの意見
● 他教材とリンクしやすく復習教材としても使える
● 他学生の視線を感じないため心的負担軽減

看護教員からの意見
● 学生ごとの理解度が把握できる


